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　近年、石油コンビナート等特別防災区域での事故件数
は高い水準で推移しており、防災要員等の人材育成・技
術の伝承や危険物施設等の老朽化など複合的な要素が課
題となっています。
　石油コンビナートでは、ひとたび事故が発生すると甚
大な人的・経済的被害に発展する可能性が高く、石油コ
ンビナート区域の防災を担う自衛防災組織等の防災要員
には、安全管理を基本とした災害発生時の初動対応や公
設消防との連携等、一定レベルの知識や技術の充実が必
要となります。
　これらを踏まえ、防災要員のための標準的な教育テキ
スト（案）を作成するとともに研修体制の充実強化につ
いて、検討を行うことを目的とした「自衛防災組織等の
教育・研修のあり方調査検討会」を開催します。

（１）実態の把握と課題の整理
　�　アンケート調査により、防災要員の教育に関する課
題や改善点等を整理。

（２）標準的な教育テキスト（案）の作成
　�　石油コンビナート地区を管轄する消防本部や石油コ
ンビナートの業界団体、その他、石油コンビナートの
防災に係る関係団体及び有識者を委員に迎え、防災活
動に関する標準的な教育テキスト（案）を作成。

（３）研修体制の充実強化
　�　自衛防災組織等の研修をサポートするため、標準的
な教育テキストを活用した効果的な研修体制を構築。

　平成28年８月19日（金）に第１回検討会を開催し、
自衛防災組織等の防災要員の現状と課題についての情報
提供、教育・研修の事例紹介、海外調査の紹介及び本年
度の検討課題、検討会の進め方について議論が行われま
した。
　また、教育・研修について、より詳細な議論を行って

いくため、検討会開催要綱に基づき、分科会を設置し、
同日、検討会終了後、第１回分科会を開催しました。
（第１回検討会及び第１回分科会の議事資料は、消防庁
のホームページに掲載しています。
http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/
h28/jieibousai_kyouiku/index.html）
　なお、本年度中に検討結果を取りまとめる予定です。

特殊災害室

１　検討会の趣旨・目的

問合わせ先
　消防庁予防課特殊災害室　大川
　TEL: 03-5253-7528

２　主な調査・検討内容

３　第１回検討会の開催

「自衛防災組織等の教育・研修のあり方調査検討会」
の開催

【座　長】
　小林　恭一　東京理科大学　総合研究院　教授
【座長代理】
　西　　晴樹　消防庁消防研究センター　火災災害調査部長
【委　員】
　青木　貴秋　四日市市消防本部　予防保安課長
　伊藤　英男　危険物保安技術協会　事故防止調査研修センター長
　今木　　圭　電気事業連合会　工務部　副部長
　生稲　芳博　千葉県　防災危機管理部　消防課長
　大場　教子　消防大学校　調査研究部長　併任　教務部長
　奥村　研一　堺市消防局　予防部　危険物保安課長
　遠原　直樹　一般社団法人　日本鉄鋼連盟　防災委員会　委員長
　加藤　幸一　石油連盟　安全専門委員会　消防・防災部会長
　川島　　彰　千葉市消防局　予防部　予防課　査察対策室長
　菅野　浩一　川崎市消防局　予防部　危険物課長
　木村　勝之　高圧ガス保安協会　教育事業部　課長代理
　鈴木　善彰　�独立行政法人　石油天然ガス・金属鉱物資源機構�

石油備蓄部環境安全課　担当調査役

　武部　　進　一般社団法人　日本ガス協会　技術部　製造技術グループマネジャ
　田邉　弘彦　石油化学工業協会　保安・衛生委員会　消防防災専門委員長
　中村　篤志　北九州市消防局　警防部　警防課長
　萩原　貴浩　一般財団法人　海上災害防止センター　防災部長
　穂積　克宏　神奈川県　安全防災局　安全防災部　工業保安課長
　水野　　厚　神戸市消防局　警防部　警防課長
　吉野　恭弘　周南市消防本部　警防課長
【オブザーバー】
	 厚生労働省　労働基準局　安全衛生部　化学物質安全対策室

	 経済産業省　商務流通保安グループ保安課　高圧ガス保安室

	 国土交通省　港湾部　海岸・防災課　危機管理室

	 環境省　水・大気環境局総務課

	 海上保安庁　警備救難部　環境防災課

	 警察庁　警備部　警備課

	 全国消防長会　事業部　事業管理課

（敬称略、順不同）
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